近江八幡とは

滋賀県近江八幡市は、京都から電車で約40分、琵琶湖の南東に位置する小さな都市である。16世紀後半に城下町として誕生し、20世紀初頭まで商業の中心地として栄えた。当時の面影を残すコンパクトな旧市街には、昔ながらの商家や土蔵が軒を連ねている。また、アメリカ出身の建築家であり宣教師でもあったウィリアム・メレル・ヴォーリズ（1880-1964）が生涯をかけて手がけた20世紀建築や、地域住民が一体となって守り伝えてきた文化遺産も街の見どころである。

商業で栄えた街

近江八幡市は、武家の守護神である八幡からその名を取った。しかし、武士によって築かれた街でありながら、商業という平和的な営みによって繁栄してきた。

近江八幡の起源は、1585年、豊臣秀次（1568–1595）が八幡山に築いた城に遡る。秀次は、武将の豊臣秀吉（1537-1598）の甥であった。秀吉は、1576年に近江国（現在の滋賀県）の安土を本拠地とした、当時日本最強の武将・織田信長（1534-1582）の右腕であった。1582年に信長が殺されると安土城は廃城となり、秀吉はかつての主君の夢であった天下統一を実現するために動き出す。

1592年、秀吉は秀次を豊臣家の跡取りとした。秀吉は秀次に命じて、近江に豊臣家の勢力基盤として八幡山城を築かせた。叔父の命により、城下の八幡町（現在の近江八幡市）も整備し、安土などの商人を住まわせ、商館・「座」などの影響を受けない「楽市楽座」地帯とし、商業の拠点とした。また、八幡堀を掘らせ、城の防御と町と琵琶湖を結ぶ物資輸送の運河の役割を持たせた。

しかし、秀次の豊臣家の世継ぎとしての地位は長くは続かなかった。1593年、秀吉に実子が生まれ、甥への信頼が薄れた。2年後、秀吉は秀次を自害に追い込み、八幡山城は廃城となった。しかし、八幡の町は繁栄を続け、貿易や商業の重要な中心地となった。それは、琵琶湖のほとりに位置し、京都と江戸を結ぶ二大街道の一つである中山道の近くにあったという地の利の良さによるものであった。八幡の商人は、当初は蚊帳や畳表、麻織物などの商品を売って全国を回っていた。そして、主要都市に交易網を築き、需要や流行、社会情勢の変化に応じて柔軟に商売のやり方や在庫を変化させていったのである。その富は、旧市街の新町・永原町界隈の邸宅に反映されている。その一つ、新町通りの旧西川利右衛門家住宅は、勤勉、誠実、社会貢献で全国的な名声を築いた八幡商人の生活と遺産を展示する博物館として整備されている。

奉仕の人生

20世紀、八幡商人の価値観は、ウィリアム・メレル・ヴォーリズによって大切に受け継がれ、その高潔な精神は近江八幡に愛され続けている。ヴォーリズは、キリスト教の布教のため、地元の高校で英語を教えるために来日したが、布教のための資金を得るべく、建築、出版、薬品販売などの分野に進出した。近江八幡に多くの企業や学校、医療施設を設立し、地域住民と永続的な関係を築いた。1958年には近江八幡市初の名誉市民となり、彼が設立した多くの企業や団体が現在もその活動を続けている。旧八幡郵便局、池田町の洋館、ヴォーリズ夫妻の自宅だったヴォーリズ記念館など、旧市街地にはヴォーリズが設計した建物がいくつも残っている。

レガシーを守る

近江八幡の歴史的な街並みや伝統文化は、地域住民の粘り強い努力によって今日まで受け継がれてきた。20世紀半ば、八幡堀は運河として使われなくなり、老朽化した。市は、生い茂り悪臭を放つ堀を埋め立てる計画を発表したが、地元有志が堀の保存運動を展開し、現在も続く清掃活動を始めたのである。堀の両岸は現在、新町通り、永原町通りとともに近江八幡市重要伝統的建造物群保存地区に指定されている。また、旧八幡郵便局が老朽化したとき、市民がNPO法人を立ち上げて改修・保存に務め、現在は建物をギャラリーやイベントスペースとして市民に開放している。また、市街地の北に位置する「水郷」は、近江八幡の歴史上重要な役割を果たしてきたヨシ原のある湿地帯で、住民と行政が一体となって生態系の保全に一貫して取り組んできた。2005年に日本で初めて重要文化的景観に選定されたこの琵琶湖辺りの水郷は、遊覧船でめぐることができる。

近江八幡の文化遺産を最もよく表しているのは、3月の左義長まつりであろう。毎年、地元の人々が協力して精巧な「左義長」を作り、飾り付け、2日間かけて街を練り歩いた後、日牟禮八幡宮で燃やし、町の守り神に奉納する。16世紀から続くこの祭りは、住民の歴史と伝統への誇りを熱く表現している。
